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はじめに

2014年 8月 10日 、大和市生涯学習センターにおいて、「「虹の架け橋教室」過去 。現

在・未来」をテーマに、「AyTE第 8回教育フォーラム」を開催いたしました。

開催の趣旨

JttEは 2009年 11月 より大和教室で、文部科学省 。国際移住機関の「定住外国人
の子どもの就学支援事業」による「架け橋教室」運営の委託を受け、不就学、不登校、

学齢超過の外国につながる子ども (外国人児童生徒)のための教室を運営しています。
地元である神奈川県大和市、その近隣の小 。中学校から様々な児童生徒が通つてきてい

ます。来日直後の日本語のわからない子ども、学校に入つていても教科学習についてい

けない子ども、日本語をうまく使いこなせず孤立し登校できなくなってしまう子ども、

心のケアを母語で行う必要のある子どもなど様々なケースに対応してきました。地元の

大和市とはもちろんのこと、海老名市、座間市、綾瀬市、厚本市、相模原市、横浜市な

どの教育委員会や学校と連携協力を取りながら、子どもを受け入れ送り出してきました。
「定住外国人の子どもの就学支援事業」は 2015年 2月 をもつて終了、「架け橋教室」

は閉室となります。2014年度「架け橋教室」運営の委託を受けた団体は全国で 22あ り

ます。支援事業が終了し、_4〃PEや他の 21団体は「架け橋教室」を開じますが、支
援を必要とする子どもたちがいなくなるわけではありません。来年度からの支援のあり

方が問われます。

今回のフォーラムで、AttPEが行つてきた 「架け橋教室」のこれまでと今をご報告
し、今後子どもたちにどのような支援 。対応が必要なのか考えていきたいと思います。

AJAPE副会長 高橋悦子

フォーラムでは、先ず AywEの スタッフ 4名が報告を行いました。
1)「虹の架け橋教室」とAJAPE大和のこれまで (高橋悦子)
2)AJAPEで の日本語指導 (矢沢悦子)
3)教室コーディネーターとして (高野菜穂子)
4)私が見た A」ぜEの 「虹の架け橋教室」 (羅朝子 )

休憩後、東京外国語大学留学生日本語教育センター教授の伊東祐郎氏に、「今後子ど

もたちにどのような支援 。対応が望まれるのか」と題したお話をしていただきました。

当日、約 30名 の参加がありました。大型台風の影響で朝から断続的に大雨が降った

ため、参加 したいと言つていた方々の参加取りやめが相次ぎました。「虹の架け橋教室」

の子どもも大雨でなかったら、保護者とともに参加 してくれたことでしょう。残念でし

た。

しかしながら、来賓の方々の外に、大和市職員の方、大和市国際化協会の方、大和市

の小中学校の先生方、また、一般の方々も会場にいらしてくださいました。心から感謝

申し上げます。
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第8回教育フォーラム
ー「虹の架If橋教室」過去・現在・未来一

2014年 8月 10日 (日 )

場所 :大和市生涯学習センター

1.開会 10:00‐ 10:05

挨拶 アルベル ト パラシオス パウロブスキ
(特定非営利活動法人 日本ペルー共生協会会長 )

2.来賓紹介 10:05‐ 10:15
ペルー共和国大使館 公使参事官 マルコ・サンティバニュス氏
国際移住機関 (IOM)駐 日代表 ウイ リアム・バ リガ氏
国際移住機関 (IOM)就学支援事業担当 山野上麻衣氏
大和市国際 。男女共同参画課課長 船越英一氏
大和市公立中学校校長会 会長 篠原正敏氏  (引地台中学校校長 )
大和市公立小学校校長会 会長 丸山弘司氏 (文ヶ岡小学校校長 )
大和市教育委員会 :指導室・指導主事 清水恭氏
東京外国語大学・留学生 日本語教育センター教授 伊東祐郎氏

3. 9終賓:朕さ拶   10:15‐ 10:20

ペルー共和国大使館 公使参事官 マルコ・サンティバニュス氏

4. 幸艮t年   10:20‐ 11:40

1)「虹の架け橋教室」とAJAPE大和のこれまで (高橋悦子 )
2)AJAPEで の日本語指導 (矢沢悦子 )
3)教室コーディネーターとして (高野菜穂子 )
4)私が見た A」APEの 「虹の架け橋教室」 (羅朝子 )

休憩

5。 今後子どもたちにどのような支援 。対応が望まれるのか 11:50‐ 12:10

東京外国語大学・留学生 日本語教育センター教授 伊東祐郎氏

6.フ ロアとの対話  12:10‐ 12125

7.閉会 12:25‐ 12:30
挨拶 高橋悦子 (特定非営利活動法人 日本ペルー共生協会副会長 )
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A」APE第 8回教育フォーラム
ー 「虹の架け橋教室」過去 。現在・未来一

開会の辞

アルベル ト・パラシオス・パウロブスキ
特定非営利活動法人日本ペルー共生協会会長

皆さん、おはようございます。AリピE会長パラシオスと申します。私用で参加でき
ないため、このビデオレターでご挨拶させていただきます。

本 日はお暑い中を皆さん御参加いただきまして誠にありがとうございます。これから

「虹の架け橋教室」についてフォーラムを開催させていただきます。皆さんの活発な議

論、意見交換を期待いたしております。よろしくお願いいたします。

BuenOs dias con todos.

Soy el presidente de A」 APE y estoy a traves de este video aperturando el forum

sobre el Kakehashi‐ kyoushitsu que es un proyecto que se inici6 en noviembre del aio

2009 y terllnina el proxilno aio en febrero.

Todos estos cinco aios nosotros nos hemos vistO favorecidOs por el ⅣIinisteriO de

Educaci6n del」ap6n(Ⅳlonbukagakusho)y la Oflcina lnternacional de lnlnigraci6nes que

provee los 10ndOs para este tipo de proyectos.

LO que queremos en este lor■ lln es hacerles saber lo que hemos hecho en estos cinco

aios,lo que estamos haciendo actuallnente y qu6 1o que esperamos hacer pOsterior al

t6rmino de este proyecto.

Espero que contribuyan con sus opiniones y pal・ ticipen en la discuci6nes respecto a los

t6picos que se van a discutir hoy dia.

ⅣIuchas gracias.
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来賓挨拶

マルコ・サンテイバニエス氏
ペルー共和国大使館 公使参事官
Sr.NIarco Antonio Santiviiez   Ⅳlinistro consejero

」efe de Cancilleria de la Embttada del Peri en Jap6n

皆様おはようございます。ペルー共和国大使エラル ド・エスカラ氏は、本日せつかく

のご招待をいただきながらすでに予定がありましたためにお伺いできませんでした。大

使の名代として私がここに参り、大使の言葉を皆様にお伝えさせていただきます。

まず皆様に本国ペルーと日本の友好関係を結ぶための絆づくりのために努力してい

らっしゃる皆様の会へ御招待をしていただき心より感謝申し上げます。思うに、ペルー

は日本が正式に交流関係を持ったラテンアメリカ諸国で最初の国であります。2013年

はその交流がはじまってから 140周年目に当たりました。また日本からペルーヘの移

民が始まつてから 115年が経過しました。最近では逆にペルーから日本に移動するよ

うになつており、20年以上経過しています。現在日本に住んでいるペルー人は約 5万

人で、日本国内の外国人数の第 6位です。前年度の 5位に比べて第 6位になった理由

はベ トナム人の増加によるものです。

日本に住む外国人へのバイリンガル教育が続いていき、日本の社会で共に住むための

重要な人材に育っていくことを切に願つております。

皆さんのますますのご発展をお祈り申し上げます。

ⅣIuy buenos dias tengan todos ustedes.Deseo transllllitir el saludo del EmbttadOr

del Peri en Jap6n,S■ Elard Escala,quien no ha podido asistir a este evento,como

hubiera sido su deseo por lnotivos de agenda contraida con antelaci6n.

Les agradezco por haberme invitado a esta reuni6n en la que se refuerzan los

lazos de confl・ aternidad entre el Peri y」 ap6no Cabe recordar que el Peri es el prilner

pais de LatinOam6rica en establecer formalllnente relaciones diplomaticas con Jap6n.

En el aio 2013 se cumplieron 140 aios desde que se iniciaron estos intercambios.

Han transcurrido l15 aios desde el iniciO de la inmigraci6n japonesa al Per`, asi

como tambien lnis de 20 aios de la inlnigraci6n peruana al」 ap6n.Actualllllente el

nimero de peruanos que viven en Jap6n es de aproxilnadamente 50,000 personas.

Hace dos aios nos ubicabamos en e1 5to lugar como la poblaci6n mas grande de

extratteroS en Jap6n,pero con la reciente inlnigraci6n de vietnallnitas,nos ubicamos

en e1 6to lugar.Nuestro deseo es que se continie con la educaci6n bilingiie de los

extratteroS que viven en Jap6n,toda vez que constituye una importante herraΠ lienta

de integraci6n en la sociedad japonesa.

ⅣIis mejores deseos para el desarrollo de todos.
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: 報告 1  :

「虹の架け橋教室」とAJAPE大和教室のこれまで

高橋 悦子 (日 本ペルー共生協会)
takaettaCOm.home.ne.jp

l.文部科学省・国際移住機関 (10M)の 「虹の架け橋教室」事業について
1)スター トまでの経緯とその後の展開
「架け橋教室」プロジェクトがスター トする背景には、急激に増加した日系人の存在

がある。1988年にはわずか 4000人程度であったブラジル人が、199o年の法改正1の影

響もあるが、2007年には 317,000人にもなっている。また、2008年には世界的な景気

悪化の影響により、ブラジル人学校に通わせていた保護者が学校への授業料の支払いが

困難となり、学校に通えなくなる子どもが増加した。そこで文部科学省は日本語の指導

や学習習慣の確保のために「定住外国人の子どもの就学支援事業」を開始した。子ども

と学校との架け橋の役割を果たしてほしいとの思いから「虹の架け橋教室」と呼ばれて

いる。

その後 「虹の架け橋教室」の対象はブラジル人のみならずペルー、中国、ベ トナム、

フィリピン、カンボジア人などに広がった。「架け橋教室」事業を委託された団体は、

外国人集住地域にある市教育委員会や大学法人、特定非営利活動法人、ブラジル人学校

などで、地域の事情に応じ、様々な団体により運営されている。また、この事業では子

どもたちを就学に向かわせること以外にも成果をあげている。学校や教育委員会、地域

のコミュニティと連携して子どもたちと地域社会との接点を作っている。

2)今までに採択された団体

今までに 15の都道府県より約 50団体が採択されている。採択団体は茨城県、栃木

県、群馬県、埼玉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、

二重県、滋賀県、岡山県、広島県にあり、日本の全都道府県にあるわけではない。北海

道、九州、東北地方にはない。集住地域では複数団体が採択されている。例えば神奈川

県では大和市のAIAPEと 横浜市の団体の 2つである。

3)年度ごとの採択件数、採択された団体の参加人数

事業がスター トした 2009年度は、34団体、1251

人の子どもたちが「架け橋教室」に参加 した。但し、

2009年初年度は 11月 から始まったので、参加人数は

5ヶ 月間のものである。右の表は、IOM発表の年度ご

13年 度 ごとの採択件数、参加 人数
亡ヽ EヽRO DE GRIPOヽ PAR・ nCIP tts

20091■  20101F 2011lF 20121r 20131r

34団 体   42団 体   39建 体   23団 体   21団 体

1,251A 2,436ノに 1,444A l,164A l,254りヽ

l「出入国管理及び難民認定法Jが改正され 1990年 に施行された。改正により「定住者」の在
留資格が創設され、日系 3世まで就労可能な地位が与えられた。
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との採択件数、参加人数である。

4)年度ごとの参加人数と言語別内訳

右の表は、年度ごとの参加人

数 。言語別内訳である。

下の棒グラフを見ると分かる

が、2009年度開始時はポル トガ

ル語が圧倒的に多くその後右肩

下がり、スペイン語はほぼ横ばい

である。一方、中国語、タガログ

語が右肩上がりに増加 している。

特にタガログ語の増加が顕著で、

2013年 には全体の約 3割にもな

つている。

5)年度 ,大体ごとの就学実績

右の表は IOMが出しているデ
ータで、子どもたちが最終的にど

のような方向に進んでいったか

を示す。公立の小中学校、公立の

高等学校に進んだ子どもが徐々

に増加 している様子がわかる。

一方、ブラジル人学校に入つて

いく人は次第に減っている。今年

8月 に開催された「母語 。継承

語 。バイリンガル教育 (MHB)

研究大会」において、ブラジル人

学校の開鎖、統合が急激に進んで

いるとの報告があった。帰国など

で日本に居住しているブラジル人全体の人数が減ってきているのと定住化が進み地域

の学校に入つていくケースが増加 したためだと推測される。

2.これまでの A」APE「虹の架け橋教室」の活動内容
AJAPE「虹の架け橋教室」について

1)A」APEの特徴、参加人数、年度ごとの言語別内訳

A」APEの特徴は、神奈川県でもスペイン語母語話者の多い地域に位置するので、ス
ペイン語圏の子どもたちに母語を使用して指導を行っている点である。AttPEに はス

公立′1ヽす|=を筆  公 ,:轟徴等  ブレジル人:群文
loo,年
=1     3o         lo         lollolo年 4    331       7'       ■57

loii年:度    336        7ア         4ら 4
loll年 籍   365      113      ヽア
■013年度   ぅ11      166      114

|■■
`■
鷲よ0 1    1===ヽ :ヽ嬌

1-4参加人数・言語別内訳 (単位 :人、%)
中国語

Chtao
44  35■

'3  3ア
島

賀  `l元
123 :33元
:38 126馬

その性
Otros
i`` 11ア ■

6' 2=晃

'1  6`馬52  '3π
63  6i馬

200噂度  20Ю年度  ‐2011年 度 ■2012年 度 ■20“年 度

よル 素 議群    スペ・ル 覇     中滅薇     ,ガ 子′壽     その釣



A」APE第 8回教育フォーラム
ー「虹の架け橋教室J過去 。現在・未来―

ペイン語 。日本語のバイ リンガル教師が報告者を含め 4名 いる。AttPE「虹の架け橋
教室」は当初スペイン語圏が多いとい う特徴があったが、日本全体の流れと同じように

変化 し、次第に中国語、タガログ語の子どもたちが増え、多言語化 してきている。2013

年度にはタガログ語が 30%近 くを占めている。 (表 1)

表lA」APE母語別人数 (総数) (人 )
2009 2010 2011 2012 2013

ポルトガル

語
1 0 1 5 14

スペイン語 70 28 22 45

中国語 1 8

フィリピン

=五

22

その他 4 5

表2A」APE在籍児童生徒数  (人 )
2009 2010 2011 2012 2013

就学前
2 14 9 0 0

小学校

相当年齢
41 59

中学校

相当年齢
3

高校

相当年齢
8 0 0

計 28 39 95

2)年齢別参加人数

年齢別に参加者を見ると、圧倒的に小学生が多い。大和市内に限らず近隣の綾瀬市、

海老名市、座問市、相模原市、厚木市などからの参加者もいる。2009年度はバイリン

ガルでの就学前の授業 (プ レスクール)が許可されていたので、14人の参加者がおり、

母語での指導を受けていた。 (表 2)

3)授業実施状況
AttPEは、毎月 1回 IOMに報告書を出しており、細かいデータも提出している。
その中に授業実施状況がある。これは日ごとに「どのような内容」で「何時間授業を行

つた」かのデータである。 (表 3)

2012年度の年間時間数が他の年度に比べ、多い。これは高校受験希望者の参加が多

かつたからである。IOMからは、基本的には「架け橋教室」での日本語初期指導は半
年をめどとし、半年過ぎたら学校に戻すようにとのア ドバイスがある。しかし、高校受

験生の場合、受験は翌年であり、受験結果が分かるのは 2月 末ごろまでとなるため、何

月に入つてきても翌年 2月 までの在籍となる。また、受験生は教科の学習が多くなり、

一日の授業時間数が長い。その結果、高校受験希望者が多い年度は、授業実施時間が多

くなる。高校受験の場合ほぼ毎日の参加となり、人数が多いと指導スタッフや授業時間

などの調整が大変である。

指導に関するスタッフの話し合いで議論になるのが日本語の授業と教科の授業との

バランスである。日本語の初期指導は教科の指導に含まれていない。しかし、算数に関

2プ レスクールは 2009年度より毎年実施しているが、ここには「虹の架け橋」事業に含まれた
年度の人数を記載する。
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しては算数担当のホルヘさんが、長年経験を積み、算数 という教科を教えながら日本語

の指導も行っている。

表3A」APE授業実施状況  (時間 )
2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

日本語 594 985 2479 5648 3900

教科 1556 1147 815 1914 1378

実技 0 106 31 136 60

その他 42 0 0 36.5

母語 100 51 0 140 0

総計 2289 3325 78745 5399

4)不就学、不登校の子どもへの対応

AIAPEの特徴であるスペイン語でのカウンセリングについて報告する。
不就学不登校になっている子どもへの対応はカウンセリングなしには解決が難しい

部分があり、カウンセリングは子どもだけではなく保護者と共に、保護者の使用できる

言語で行 うのが望ましいと考えている。AttPEで は月 1回、夕方 6時から9時まで、
面接時間 50分 として行っている。依頼しているカウンセリング担当者は、日本の臨床

心理士の資格を取つたスペイン語母語話者で、日本語、スペイン語、英語でのカウンセ

リングができる。母語で対応できるカウンセラーは他にもいるが、「日本の資格」取得

者にこだわつた。「日本の資格」取得者の場合、日本の対応機関の情報を持っており、

カウンセリングを行つた後日本国内の機関につなぐことができる。相談の後、ケースに

よっては個人情報に気をつけながらその後もサポー トも行つている。 (表 4)

表4A」APEカウンセリング件数 (件 )

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

予約 8 29 22 30 39

キャンセル 0 2 4 4 4

20131■

201211■

2011年  騨灘錮難灘購魃
2010年  彗融機麟圏馨購翻靭覇麟機構

2009′F 魃

20      40

騒予約  機キ ャン ヒ́′:

60

右のグラフで分かるように、キャンセルがある。lヶ月に 1回、完全予約制で行つて

おり、希望者が多くて調整に困ることもある。キャンセルは、稀に病気で来ることがで

きなくなつたというケースがあるが、ほとんどが当日になって急に、あるいは連絡もな

しにというケースである。これを見ると問題は子どもだけではなくその環境を作つてい

る保護者にも何らかの問題があるのではないかと思わざるを得ない。カウンセラーと共

に報告者も待つているが、約束の時間になっても連絡がなく、待てど暮らせど現れずキ

ャンセルとなる。そのような時はもう次回声をかけるのはやめようかと話すこともある。

しかし、本当に必要なのはそのような環境にいる子どもを救うことだと気を取り直し、
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再予約の声掛けをしている。

5)日 本語初期指導

AJAPEの特徴、誇つてもいい点は日本語の初期指導にあると思 う。担当の矢沢さん
は、日本語教育の専門家で子どもの日本語教育に真剣に向かい合つて子どものためのカ

リキュラム、教材などの工夫、開発などをしている。詳 しくは矢沢さんの報告を聞いて

いただきたい。

6)進捗会議

会議では、子ども一人ひとりの状況について意見交換を行 う。時にはいつ指導を終了

したらよいのかということを話 し合 う。報告書の方の内容は高野さんの報告を聞いてい

ただきたい。

全体コーディネーターとして

報告者が全体コーディネーターとして行つている活動を報告する。まず、大切なこと

は教育委員会、学校、保護者、カウンセラーとの連携や連絡である。また、ケースによ

つては各自治体の教育相談や発達相談のセクションにもつなげる。このとき心している

のは、子どもの事例を「診断」や「相談」することが大切なのではなく、親が担当者か

ら質問されることで「子どもにどう接 しているか」や「子どもの教育や しつけをどう考

えているか」を振 り返る機会としてくれるようにとい うことである。

報告者は可能な限り同行 し、面接や話 し合いの通訳を行つている。

A」APEの 「虹の架け橋」以外の活動について

(1)文化庁委託事業 :①地域の子どもの日本語教室 (小学生の読みの力を中心とした

支援教室)②群馬県伊勢崎市大人の日本語教室、③バイリンガル教師養成講座
(2)スペイン語の継承言語教室 :大和市で子どものために月 3回スペイン語教室を開催

している。

(3)かながわ国際交流財団支援 「AJAPE読み間かせの会」 :スペイン語 。日本語の 2言

語で開催している。母語 (継承語)の読み、書きが苦手の子どもたちも絵本の読み

聞かせを「きく」ことはほとんどが出来る。

(4)大和市との協働事業「大和プレスクールにほんごひろば」 :就学前の子どもたち対

象の事業である。

(5)町田での学習支援教室 :ボランティアによる子どもたちへの学習支援を行つている。

(6)スペイン語の教育相談 :日 本全国からの電話、メールによる教育相談をスペイン語

で行つている。

3.虹の架け橋教室の課題
>「虹の架け橋教室」の活動について周知されていない。
2014年 7月 に大和市内の小中学校にアンケー ト調査をさせていただいた。教育
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委員会指導室指導主事、清水先生にご苦労いただき教育委員会より学校便でアンケ

ー トの配付、回収をしていただいた。小学校から23名 、中学校から 13名 の回答が

あった。アンケー トの中の「AttPEの教室を知つているか」という質問に、「はい」
と答えたのは小学校 21名 、中学校 12名 で、「架け橋教室を知つているか」には、
「はい」が小学校 12名、中学校 1名であつた。「A」APEが文部科学省、IOMの支

援を受けているのを知っているか」の問いには、「はい」が小学校 16名 、中学校 9

名だった。地元の大和市でさえもこのような状況なので残念ながらこの事業は知ら

ない人が多いと言える。

事業が終了しても、支援を必要とする子どもたちがいなくなるわけではない。

委託事業を運営してきた団体は、それぞれノウハウを蓄積してきた。そのノウハウ

を喪失させず引き続き活用できる方法はないだろうか。

教育委員会や学校では難しい支援があるのではないか。地域の団体が引き続き担 う

ことはできないのだろうか。

以上が「「虹の架け橋教室」とJ」鉦)E大和教室のこれまで」の報告である。


